






































































AI-C 
トランスジェニックマウスを用いる変梃原性試験に／

r-NAシークエンシンク輝サーヒス」
（株アイシン・コスモス研究所では、お客様の研究をサポートするためにDNAシークエンシング
の受託サービス業務を行っております。

算SinglePrimer Extensionによるシークエンシング

（基本料金： ¥12,000/run （納期：お問い合わせ下さい））
一度にお受けするサンプル数に応じて割り引き致します／

（サンプルの本数や状態に応じて別途お見積もり致します。）

算変異解析のためのgpt遺伝子（全長456bp)のシークエンシングの
場合に限り累計注文数に応じ、価格をティスカウントII

嘉
《累計注文数》 ¥10,200/run 

嘉
¥9,600/run 

l□lrun~ ¥9,000/run 

算変異解析のためのell遺伝子（全長300bp)のシークエンシンクの

四ごご竺竺99承／竺りシゑ
場合

サンプルは、精製DNA・PCR産物の状態でクール宛配便にてお送り下さい（電気泳動の

テータの添付をお願いいたします）。

なお、プラスミドは菌体の状態でも別途料金にて受け付けております。

その他、 c□NAクローンなとのFulllengthシークエンシングも承っておりますので、 お
気軽にこ相談下さい。

~1-C TEL.0566 (62) 1606 FAX.0566 (62) 1607 

本社：〒448-8650愛知県刈谷市八軒町5丁目50番地 Home Page URL: http://www.ai-c.co.jp 

［
 

このS-9は、キッコーマン研究本部で調製されたものです。

家田貿易のS-8は7週令のSDラットの雄に誘導剤としてフェノバルピタール及び5、6ーベンゾフラボン

を腹腔内投与した肝臓から調整したものを標準としていますが、その他の動物種及び誘導剤についても御

相談に応じております。

S-8は活性の高い酵素系よりなっておりますので、一BO℃で保存して下さい。まれに解凍後分離すること

がありますが活性には異常がありませんので、よく攪拌して御使用下さい。

●包装単位： 1.Sm£ X 12本詰

●活性テータ

ロッ ト毎に下記の生化学的活性データを添付致します。

分 画 測定テ ー タ

タンパワ質含量

S-9 
チトワロームP-450含呈
DMN脱メチ）し酵素活性

(9,0QQxg分画）
アニリン水酸化酵素活性

ベンゾ〔a〕ピレン水酸化酵素活性

ミワロソーム タンパワ質含塁

(105,00Qxg分画） チトワロムP-450含量

lエームス試験用凍結S-SMIXl 
OE9 ①エームス試験がより手軽になりました。

⑫S-9にコファクターミックスを加え無菌的に調整しました。

⑮解凍後、直ちにエームス試験にご使用いただけます。

④s-9がlmilとコファクターミックスが9mil入っており、20プレート分の試験が可
能です。

●包装単位： 1Om£ X 8本、5m£X 4本

染色体異常試験用凍結S-SMIXl
0 

変異原性試麟用凍結S-9

ロット毎に下記の変異原活性データ（突然変異株数）を添付致します。

薬 物 菌 株＊

ベンソ 〔a〕ピレ ン TA-100、TA-98、TA-1537

2ーアミノアントラセン TA-100、TA-98、TA-1537

9、10ージメチ）レアントラセン TA-100、TA-98、TA-1537

自然発生突然変異株数 TA-100、TA-98、TA-1537

①染色体異常試験がより簡単になりました。

⑫S-9にコファクターミックスを加え無菌的に調整しました。

⑲解凍後、直ちに染色体異常試験にご使用いただけます。

④S-9がl.05mQとコファクターミックスが2.45mQ入っており、 7プレート分の試験が
可能です。

●包装単位： 3.5m2X 3本

カタロ グNo 品 名 包装 価 格

S-9 変異原性試験用凍結S-9 1.Sm2 X 12本 ¥36,000 

S-9 MIX エームス試験用凍結S-9MIX 1 Om£ X 8本 ¥43,200 

S-9 MIXTS 染色体異常試験用凍結S-9MIX 3 Sm£ X 3本 ¥12,000 

※Salmonella typh,munum 

Salmonella typhimuriumTA-100, 

Benzoほ〕pyrene5μg/plate 

-S-9 MIX 

+S-9 Mix 

_
 

。三駈凹家田繭易株式会社
束京 ：=r113-0033 束京都文京区本郷3-14-16EKビル
TEL.03(3816)2861 FAX.03(3814)534 7 

大阪 ：〒564-0044 大 阪府吹田市南 金 田 1-14-5
TEL.06(6338)1518 FAX.06(6338)5626 
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コロニーアナライザーシリーズが、適常の2倍
速の高分解能高速画像積算機能を持ち、 Dシリー

ズとして、さらに高感度、低価格、コンパクト

になりました。

本装置は、混釈コロニー、淡く小さいコロニ

ーはもとより、食品コロニー、エームステスト

から阻止円、細胞コロニーの分野まで広く利用

されております。又、選択培地、 ペ トリフ ィル

ム、フィルター上、フードスタンプ等あらゆる

コロニーの計測ができます。さらに自由に倍率

を変えての拡大計測 、 顕徴鏡•マクロと2台のカ
メラがスイッチでの切替計測と豊富な機能を備

えたシステムです。尚、パソコン接続によリデ

ータの管理用に種々標準プログラムが取揃えて

あります。

※依託試料の測定を行っております。お気軽にご相談下さい。

． スパイラルコロニー
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阻止円

裂造発売元

匝システムサイエンス株式会社
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スパイラルコロニー
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試料の均ー化 ｀ 
シェーディング補正

、q、IIn可量
本社 ・工場／〒197-0011東京都福生市福生1253-16

TEL 042 (552) 5956（代表）

変異圃性試験画像籐析支援システム
各種変巽服性試験をサポートする画像解析システムをこ町意しておりま-,-O

紅叶＿J,れti・寸尋
SCG試験に必要なデータを計測します。

高感度カメラの使用及び画像強調処理により細胞の不鮮明な箇所も計測が可能です。

《計測内容》

●Tail Length 

• Shape Factor 
• Nuclear Diameter 
• Tail Intensity 
• DNA Migration 
• Ratio 
•Tail Moment 

《計測内容》

●小核カウント

●小核サイズ

●主核カウント

●主核サイズ

《システム構成》

置装里王処像
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専用ノフトウェー ロ TVモニタ

’’l•l-贅紐tii痴え層
UDS試験に必要なテータを計測します。

フィルタ処理により画像強調を行ない、核と細胞質の各エリア内グレイン数及び、 NE丁グレイン数の計測が行なえます。

《計測内容》 《システム構成》 口＝＝］
●核グレイン数(lエリア） 』、し

●細胞質グレイン数(3エリア）

•NE丁グレイン数

・旧廂鼎仙tr』 叫 層9
小核試験に必要なデータを計測します。

フルカラー画像解析装置に取込まれた画面内の核を抽出し、小核、主核のカウントやサイズを解析できます。

《システム構成》

詞許幽願中I

［実組が保証します，J

画像処理装置

画像処理装置

専用ノフトウェー ロ TVモニタ

ロ 心コン

→二言

専用： ］ウェー ロ TVモニタ

開発製造元

Image TechR 
履ケイオー電子工業株式会社
本 社 〒567-0828大阪府茨木市舟木町5番12号

. TEL.0726-34-1022 FAX.0726-34-1018 

束京支店〒 105-0003束京都港区西新橋1丁目13番3号MYビル2F
TEL.03-5251-4355 FAX.03-5251-4420 



THE KRUMDIECK TISSUE SLICER 
生きた組織の無閑スライスができます。

編集後記

本号には， 一般論文 1篇，短報 1篇，シンポジウム特集 5篇，資料 ・情報 1

篇か寄稿されました．ご協力ありがとうございました．本学会の発展には本誌

の充実が不可欠です．会員皆様の一層のご協力（投稿）をお願いいたします．

担当編集委員降旗千恵

編集委員

クルムデイーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組

織培養のための無菌スライス作成用にデザイン

されています。

●薄い円形のスライスが、5~15叩直径の範囲

＇ で作成できます。

●ボタンを押すだけで、ビ～3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

•スライスは再現性良く 、 バラッキもなく 60

~lOOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラットの腎臓（倍率l□Ox)

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さBOμmおよび135μm)で、 左の写真はラットの腎臓のスライス(135~200μm)です。

とちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注目して下さい。
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須藤 鎮世 （委員長） （1998-) 

〒305-8566 茨城県つ くば市東 1-l

生命工学工業技術研究所

Tel : 0298-54-6502 Fax : 0298-54-6095 

E-mail : sutou@nibh.g-o.jp 

降旗千恵 （1996-)

〒243-0123 神奈川県原本市森の用青山1-1

青山学院大学理工学部生物学

Tel : 0462-48-6474 Fax : 0462-48-7423 

E-mail : cfuri@cc.aoyama.ac.j p 
荒木明宏 （1997-)

〒257-0015 神奈川県秦野巾平沢字大芝原 2445

日本バイオア ッセイ研究センター・変異原性試験部

Tel : 0463-82-3911 Fax : 0463-82-3860 

E-mail : akiaraki@da2.so-net.ne.jp 

鈴木 勇司 (1998-)

〒105-8461 東京都港区西新橋3-25-8

東京慈恵会医科大学・環境保健医学教室

Tel : 03-3433-1111 Fax : 03-5472-7526 

E-mail : suzuki@jikei.ac.jp 

森田健 （1998-)

〒300-4247 茨城県つくば巾和台 43

グラクソ ・ウエルカム株式会社筑波研究所

Tel : 0298-64-5532 Fax : 0298-64-8558 

E-mail : tm284l7@glaxowellcome.co.uk 

松岡厚子(1999-)

〒158-8501 東京都世田谷区上井j賀 1-18-1

国立医薬品食品衛生研究所・変巽遥伝部

Tel : 03-3700-1141 Fax : 03-3700-2348 

E-mail : rnatsuoka@nihs.go.jp 

矢嶋 信浩 (1999-)

〒329-0512 栃木県下都賀郡石橋町下石橋519
雪印乳業株式会社・生物科学研究所

Tel : 0285-52-1322 Fax : 0285-53-1314 
E-mail: n-yajima@snowbrand.co.jp 

複写される方に

本誌（書）に掲載された著作物を複写したい方は，著作

権者から複写権の委託をうけている下記の協会から許諾

を受けて下さい．著作物の転載 ・翻訳のような複写以外

の許諾は，直接日本環境変巽原学会へご連絡下さい．

学術著作権協会

〒107-0052東京都港区赤坂 9-6-4] 乃木坂ビル

Tel : 03-3475-5618 Fax: 03-3475-5619 
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